
事業実績シート（研修及び調査・研究） 

 

 

 

１ 事業の概要 

協会事業名 
□研修機関派遣事業（□市町村アカデミー  □国際文化アカデミー  □NERC） 

■地方４団体研修及び調査・研究事業 

自治体(団体) 

事業名 
長崎県市長会市長行政研修 

所管局部課 

自治体（団体）名 所管部・課名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

長崎県市長会  末長 賢一 ０９５－８１１－４９

５５ 

事業期間 開始年 平成２４年７月１２日 （７年目） 

事業実施手法 ■全部直営   □一部委託   □全部委託   □その他[        ] 

実施期間 （開始日）平成３０年７月１２日 （完了日）平成３０年７月１３日 

委託した場合の 

委託内容 

委託先機関名 担当者名 連絡先（ＴＥＬ） 

   

（委託内容） 

研修及び調査・

研究の目的 

※実施前に予想

していた目標・

目的を記載くだ

さい。 

対象（誰を・何を） 目標・目的 

１３市 行政運営の効率化及び地域の活性化を図る。 

 

 

 

研修及び調査・

研究の具体的 

内容 

※事業をまった

く知らない人で

も、事業の実施

内容や実施方法

の概要が分かる

ように記載して

ください。 

・長崎県市長会 市長行政研修 

日 時：平成３０年７月１２日(水)から１３日(金)まで 

場 所：兵庫県朝来市（※豊岡市については、台風の影響により、視察先から外した。） 

参加者：県内の市長・副市長ほか随行者、市長会事務局 

 

【１日目】平成３０年７月１２日(水) 

⑴ まちづくり工房井筒屋現地視察 

いくの地域自治協議会の皆様から住民参加のまちづくりについて説明を受けた後、意見交換

を行った。                    

⑵ 口銀谷銀山町ミュージアムセンター（浅田邸）現地視察 

地域で運営している同施設について、施設の代表者から、概要について説明を受けた後、 

施設の視察を行った。 

⑶ 甲社宅（朝来市旧生野鉱山職員宿舎、志村喬記念館）現地視察 

地域で運営している同施設について、施設の代表者から、概要について説明を受けた後、 

施設の視察を行った。 
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【２日目】平成３０年７月１３日(金) 

⑴ 朝来市役所訪問及び視察 

多次朝来市長の挨拶後、人財育成プロジェクト及びシティプロモーション戦略について、 

総合政策課 馬袋係長からの説明後、意見交換を行った。 

その後、平成 28年 12 月に竣工した新庁舎を見学した。 

⑵ 竹田地域の移住起業者の活躍の場等 現地視察 

朝来市総合政策課職員の案内のもと、竹田地域の移住起業者の活躍されている状況や起業 

人財交流拠点 ASAGOiNG Garden KOUBの様子を視察した。 

 

研修及び調査・

研究の背景、 

これまでの経緯

及び現状 

(事業開始の背景) 

平成２４年４月に開催された市長会議において、フリーゲージトレインの視察を行うことを決

定し、香川県を訪問したことが本事業創設のきっかけとなった。 

 

(経緯・現状) 

近年、まちの魅力を発掘・創出し、県内外へ効果的に発信することで、多くの人が訪れたい、

住みたい、住み続けたいと思うまちづくりを進め、住民の幸せや地域の持続的発展を実現するた

め、シティプロモーションによる元気なまちづくりに取り組む地方が増えている。 

朝来市においては、シティプロモーション及び人財育成について先進的な取り組みを行ってい

ることから、市長行政研修で訪問することとなった。 
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２ 実績結果 

事業費の推移 前々年度決算 前年度決算 当該年度決算 

事業費（円） 133,860 2,462,270 2,298,390 円 

（
財
源
内
訳
） 

国庫支出金    

県支出金    

地方債    

その他 100,533 701,028 643,506 円 

市町振興共同事業助成金 33,327 1,761,242 1,654,884 円 

一般財源    

目
標
・
目
的
指
標 

指標名 指標設定の考え方 単位 区分 
前々 

年度 
前年度 

当該 

年度 

① 

参加市長 

（7月開催市長行政視察） 

県内の市長が共通のテーマ

で視察研修に参加すること

で共通の認識を持つことが

出来る。 

市 
目標 13 13 13 

実績 11 0 12 

目標達成率（％） 85 0 92 

② 

総合計画等への反映 

（7月開催市長行政視察） 

各市の総合計画や各種施策

等に反映させることで、よ

りスピード感を持って施策

を推進することができる。 

市 
目標 13 13 13 

実績 11 0 12 

目標達成率（％） 85 0 92 

 

３ 事業の振り返り 

必
要
性
の
点
検 

（１）実施することによるメリット 

（内容、程度等） 

 市政運営を行う市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行うことで、共通の認識を持つことがで

きるとともに情報を共有することができる。また、視察後においても様々な情報交換（県内だけでなく視察し

た市とも）ができるので、より効果的に各市の施策等に反映することができる。 

 １日目の地域コミュニティについては、いくの地域自治協議会の皆様と意見交換させていただいたが、住民

自らが地域の将来像を考え、当事者意識を持って、住み良いまちづくりに取り組んでいる姿にコミュニティの

強さを感じた。 

また、配付資料については、中高生が関心を示しやすいよう、問題形式を取り入れ、学力アップに考慮した

ものとなっており、細かい工夫が随所に見受けられた。 

２日目の人財育成プロジェクトについては、朝来市で暮らす小さな子どもから小中高生、大学生、社会人、

事業者までが、それぞれのステージで地域や社会とつながって、考えたり、チャレンジする場をつくることで、

学校や職場など日常のヨコのつながりを飛び出して、いろんな大人や子どもがタテやナナメにつながり、教科

書だけでは得られない、さまざまな「学び」に出会えるような仕組みが構築されていた。 

また、シティプロモーション戦略では、市民一人ひとりのまちへの愛着や誇り、主体的にまちに関わろうと

いう前向きな気持ち「シビックプライド」を育み、市民と一緒に、朝来らしさや朝来にしかない多様な魅力を、

届けたい人に届けるシティプロモーションを目指していた。 

これからのまちづくりにあたっては、市民一人ひとり、いわゆる「ひと」が主役となって、自らのまちの強

み・弱みは何なのかを現状分析したうえで、どのような取組みやしくみが自分たちの地域の活性化につながる

のかを見出し、住民みんなでより良いまちづくりに取り組むとともに、多様な魅力を発信し続けていく必要が

あると感じた。 
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４ 有効性の点検、実現性の点検 

有
効
性
の
点
検 

（１）目標（目的）指標の達成状況 

■目標（目的）指標の実績値は、目標をほぼ達成した 

□目標（目的）指標の実績値は、目標を下回った 

（２）実施前、想定していた目標・目的が達成できた理由またはできなかった理由 

市政運営を行う市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行うことで、共通の認識を持つことがで

きるとともに情報を共有することができ、今後の市政運営につなげることができた。 

実
現
性
の
点
検 

（１）事業への反映 （具体的内容） 

■成果は事業（実務）に反映できる 

□成果は事業（実務）に反映できない 

 県内の市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行う

ことで、共通の認識を持つことができるとともに、今回訪問した

自治体の先進事例を活用しながら、今後の各市の事業へ反映でき

る。 

（２）公共性の評価 （具体的内容） 

本研修及び調査・研究を通じて 

■住民へ利益を還元できる 

□住民へ利益を将来的に還元できる 

□住民へ利益を還元できない 

今回訪問した自治体の先進事例を活用しながら、今後の各市の

事業へ反映でき、新規施策や事業の質等の向上により、住民へ住

民へ還元できる。 

 

５ 今後の方向性 

必要性の点検から □事業休止 □事業廃止 □民営 □事業終了（完了） 
■現状維持 

 実施予定時期     

有効性の点検から □目標・目的未達成 □目標・目的達成 □類似事業との統合 
■現状維持 

 実施予定時期    

実現性の点検から □事業へ反映 □事業に反映できない □その他 
■現状維持 

 実施予定時期    

具体的内容 

 

市政運営を行う市長が一堂に会し、同じテーマに関する視察研修を行うことで、共通の認

識を持つことができるとともに情報を共有することができ、今後の市政運営につなげること

ができ、また、訪問し研修を受けた自治体の先進事例を活用しながら、今後の各市の事業へ

反映できるため、本行政研修は継続していかなくてはならない。 

 

 

 


